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1. 新システムについて 

これまで主に学生から手渡し等で配付させていただいていた「学生の履修に関わる配慮

について（お願い）」（以下、配慮文）を新システムから共有する方法へ移行いたします。具

体的な配慮文の確認方法については、マニュアル内『2. 新システムにおける配慮文の確認

から学生への回答までの流れ』をご覧ください。また新システムから配慮文を確認していた

だく場合は、その趣旨やログイン方法などを説明した文書を学生からご案内させていただ

きます。 

なお、多くが新システムから配慮文を科目担当教員に自動配付いたします（パターン①）

が、一部、例えば聴覚障害や視覚障害（全盲）などの学生で、開講前に配慮文の承認を済ま

せ、初回授業から情報保障に関わる支援をお願いするために手渡し等で配慮文の配付を行

います（パターン②）。また基礎科目などは新システムを介して配慮文を配付しますが、本

登録前で申請時に選択ができなかった科目（例えば抽選科目など）に配付する場合は、追加

した科目のみ手渡し等で配慮文を配付いたします（パターン③）。手渡し等での配付の際は、

これまでと同様に個人情報の取り扱いに十分ご留意いただき、配慮文の受取りおよび内容

のご確認をお願いいたします。 

 

配慮文配付パターン例 

① 新システムによる配付が完了するパターン 

② 開講前に承認を行うため、従来通り手渡し等で配付するパターン 

③ 新システムによる配付+手渡し等で配付する混合パターン 

 

2. 新システムにおける配慮文配付（確認から学生への回答までの流れ） 

（１）ログイン方法 

①学内メール（通知）からログインする 

自動配信メールから、件名「障害学生支援における授業配慮」で、授業担当教員の学内メ

ール宛に配慮文が発行されていることについてお知らせが届きます。 

この URL をクリックすると学生

からの申請内容および配慮文を

確認できます。画面移行の際に

RAINBOW の認証が必要な場合と

不要な場合があります。 
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②システムに直接ログインする 

障害学生の授業配慮申請システムからログインしてください。 

ログインすると以下の画面が表示されます。「次を使用してログイン SSO Log in」より、

認証画面、申請一覧画面に移行します。 

 

障害学生の授業配慮申請システム URL： 

https://ritsumei.lightning.force.com/lightning/o/hed__Application__c/list?filterName=R_FacultyInReviewForFaculty 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あるいは、教務支援サイトから、以下の順でクリックし、「障害学生の授業配慮申請シス

テム」からログインを行ってください。 

教務支援＞授業運営＞学生への授業配慮＞障害のある学生への支援について＞障害学生
の授業配慮申請システム 
 

 ログインを行うと、「教員確認中」の申請一覧が表示されます。 

 

 

 

 

リストから 

確認したい配慮文を 

選択できます。 

最新の状況を確認するために 

毎回「更新」をクリック 

してください。 

必ずこちらからログインしてください 

↓過去に SSO にログインしたことが 

ある方は以下の画面が表示されます。 初回ログイン画

 

いずれも RAINBOW の認証が必要な場合と、

認証が不要な場合があります。 

https://ritsumei.lightning.force.com/lightning/o/hed__Application__c/list?filterName=R_FacultyInReviewForFaculty
https://www.ritsumei.ac.jp/staff-all/academic-affairs/
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（2） 配慮文の内容を確認する 

個別学生の申請画面から学生の情報や授業名、配慮文を閲覧できるファイルを確認でき

ます。 

 

 

（3）学生への回答 

配慮文を確認後、必ず「学生への確認連絡」（回答）をお願いいたします。 

 

 

コメント入力は任意です。 

コメントがない場合は「入力しない」を選択して「次へ」をクリックしてください。 

配慮文はここをクリックすると 

内容の確認ができます。 

学生の情報、配慮を申請する授業について、 

この画面で確認ができます。 
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コメントがある場合は「入力する」を選択し、表示されたコメント欄に連絡事項を入力し

て「次へ」をクリックすると、確認画面が出ますので、問題なければ「回答する」をクリッ

クしてください。回答が完了すると、「回答完了」の表示に変わります。 

  

回答すると、学生宛に科目担当教員が配慮文を確認したことが自動配信（メール通知）さ

れます。 

 

3. 新システムにおける留意事項 

新システムでは、仕様上、授業コマに紐づいて配慮文が配付されます。そのため、週に複

数回開講される授業をご担当されている場合、同じ学生の配慮文が重複して届きます。（例

えば、月曜 2 限と 3 限で開講されている場合、月曜 2 限分と月曜 3 限分の 2 通配付されま

す。）  

学生はこの URL から、配慮文の 

受理連絡画面の詳細を確認します。 

コメントがあれば、 

【教員からの連絡事項】に反映されます。 
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また、前述の仕様により、先生がご担当される授業を複数受講している学生から、同じ配

慮文が重複して届きます。（例えば、先生がご担当の A という科目と B という科目を両方

とも対象の学生が受講している場合、科目 A 分と科目 B 分の 2 通配付されます。）  
お手数ですが、いずれの場合もすべての配慮文をご確認いただき、回答完了のご対応をお

願いいたします。 
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